
宮崎県立宮崎大宮高等学校

大地に絵を描く
世界に絵を描く
グローバル・イノベーティブ・
リーダの育成を目指して

全国高等学校教育改革研究協議会

世界で活躍できる
トップレベルの人材育成
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宮崎大宮高等学校の紹介

■学校文化
「稚心を去れ」「自主自律」「質実剛健」
「真理を探り、美に憧れ、善を行う」
1888年：旧制宮崎中学校設立(89年：開校)

「質実剛健」
1948年：新制宮崎大宮高等学校設立 ← 米民政部

「自由」「自律アル行動」「真美善」
2010年：大宮第三の時代←2008年:学区制の廃止

･･･学校改革
2018年：創立130周年を迎える

■学校改革「大宮第三の時代へ」
①「行ける大学から行くべき大学へ」
～ 高い志を持たせる指導

②思考力・表現力・判断力を重視した「大宮模試」
③主体的な学びを保証する学習環境の構築
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1989

宮崎大宮高等学校 文科情報科の目標の変遷

文科情報科設置（←80年代：国際化・情報化）

■ 「個性的で創造性豊かな人物」

（学校設定科目 ３科目）

「探究」プログラム開始

（学校設定科目廃止→総合的な学習の時間）

■「裾野は広く、志は高く」
－富士山のように、広大な裾野をもつ、志の高い人間の育成－

■理系文系を問わず、将来社会のリーダーとして

活躍できる人材

ＳＧＨ（スーパー・グローバル・ハイスクール）指定

（総合的な学習の時間＋情報）

■郷土に対する誇りと柔軟な国際感覚にあふれ、

協創力をもつグローバル・リーダーの育成

2007

2015
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SGH探究活動の為に考えたこと－生徒の直面する社会－

■学校文化・生徒が生きる社会を踏まえ、学校・学科でめざす生徒像の再設定

■社会の情勢＝グローバル化は不可避
①世界人口は増加する一方で日本の人
口は減少

〔世界人口〕現在:約75億人→2080
年:108億人

〔日本人口〕現在：1.27億人→
2080年6400万人

②日本における外国人労働者の増加
③第４次産業革命時代、Society5.0
に生きる
大量の情報をもとに人工知能が自
ら考えて最適な行動をとる

グローバル化
×

イノベーション
協働

創造

Collaboration

Creation

社
会

教
育
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宮崎の強み ＝ ないものはない！ ０→１

「大地に絵を描く」
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SGHを経験して，目指したいと考えていること

国内外の多様な人々と協働して

社会を創造できる人物の育成

「大地に絵を描く」

「世界に絵を描く」
グローバル・イノベーティブ・リーダを育成したい

協創(Co-Creation)



7
資質・能力「何ができるようになるか」の設定

国内外の多様な人々と協働して社会を創造できる力

協創力（Co-Creation）～イノベーションを起こす力～

協創力をもったグローバルリーダーの育成

コミュニケーション

論理的思考 水平思考

批判的思考 複眼的思考

共感実践

書く

話す聞く

読む

相手と協調できる

課題発見力・課題分析力・課題解決力提案・行動し、熟考する力

議論する力
プレゼンテーション力

基礎力

情報収集力

「探究」の時間 各教科

幅広い知識

多様なスキル

情報読解力

情報活用力

協働力～イノベーションを起こす行動力～ 創造力～イノベーションを起こす思考力～

計画を立
て行動で
きる

コンパウンド
シンキング

ラテラル
シンキング

クリティカル
シンキング

ロジカル
シンキング

使命感

倫理観

行動の意
義がわか
る

社会も認
める行動
ができる
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イノベーション

SGH Co-Creation Program

３年次：４月～６月

英語ポスター
セッション
（グローカルイシュー
ポスターセッション）

英語４技能の学習

課題研究の基礎

課
題
研
究
２

１年次：５～６月

食と健康プロジェクト

プロジェクト学習

１年次：９月～１０月

観点別講義（政策・ビ
ジネス・健康と安全）

１年次：６月～３月

課題発見・課題設定
◆課題の俯瞰と課題発見
◆インタビュー調査（情報の収集）
◆課題解決アイデアの創出
◆研究テーマの設定（研究概要発表会）

１年次：8月（希望者）

イノベーション・
サマープログラム

１・２年次：１２月（希望者）

サイエンス
ウィンタープログラム
台湾・ベトナム高校生と共同
実験・意見交換、交流

２年次：４月～３月

高大連携を基軸とした
産官学金連携の課題研究
◆宮崎大学との高大連携による研究 （観察・調査・実験と考察）
◆研究成果のまとめ・発表 （ＳＧＨ生徒探究発表会：１月）

２年次：７月

シンガポール研修

研究テーマ

宮崎の強み

食と健康

１年次：１２月

グローバル・キャンプ

２年次：８月

ベトナム研修
２年次：８月

台湾研修

カオ・バ・クワット高校
グエンタッタン高校
ベトナム国家農業大学

１年次：４月

地域資源プロジェクト

【連携】
高雄高級中學
国立成功大學

観点別講義・ワークショップ

６月～７月

研究論文の作成
課
題
研
究
３

課
題
研
究
１

課題研究 「食と健康」をグローカルに研究する

グローカルに
「食と健康」を研究

ビ
ジ
ネ
ス

政

策

国際プロジェクト

１年次・２年次：

英語授業等との連携
エッセイライティング、ポスターセッション
英語ディベート、即興英語ディベート
スピーキングテストなど４技能の外部試
験

探
究
課
題

発
表
会

Ｓ
Ｇ
Ｈ
生
徒

探
究
発
表
会

【連携】
ジュロンパイオニアＪ．Ｃ．
シンガポール国立大学

健
康
と
安
全

イノベーション
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PBL(プロジェクト学習)

プロジェクト1「宮崎のマイナーな地域資源で(株)SGHを救おう！」

プロジェクト２「宮崎の強み『食と健康』から、訪日外国人向けの
イノベーティブな製品・サービス（アイディア）をつくる！」
～先生と生徒はどちらがイノベーティブ？～
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フレームワークを用いた，解決のデザイン

１－① １－② １－③ ２－① ２－② ２－③ ３－① ３－② ３－③

１－⑧
１

「サブ」
１－④ ２－⑧

２
「サブ」

２－④ ３－⑧
３

「サブ」
３－④

１－⑦ １－⑥ １－⑤ ２－⑦ ２－⑥ ２－⑤ ３－⑦ ３－⑥ ３－⑤

８－① ８－② ８－③
１

「サブ」
２

「サブ」
３

「サブ」
４－① ４－② ４－③

８－⑧
８

「サブ」
８－④

８
「サブ」

０
「コア」

４
「サブ」

４－⑧
４

「サブ」
４－④

８－⑦ ８－⑥ ８－⑤
７

「サブ」
６

「サブ」
５

「サブ」
４－⑦ ４－⑥ ４－⑤

７－① ７－② ７－③ ６－① ６－② ６－③ ５－① ５－② ５－③

７－⑧
７

「サブ」
７－④ ６－⑧

６
「サブ」

６－④ ５－⑧
５

「サブ」
５－④

７－⑦ ７－⑥ ７－⑤ ６－⑦ ６－⑥ ６－⑤ ５－⑦ ５－⑥ ５－⑤

有用性
①顧客（Customer）
規模、ニーズ、構造の
変化、成長性

③競合（Competitor）
シェア、寡占度、参入難易度、
強み、弱み

②自社
（Company/Capability）
シェア、寡占度、参入難易度、
強み、弱み

④流通チャネル（Channel）
広告媒体、卸運送会社、小売業などの
ビジネスパートナー、寡占度・構造変化

新奇性実現可能性

独
創
的

一
般

的

実現容易実現困難

１

１

２

２ ３

４

４ ５

５

①
②

③

④

⑤
⑥

⑤ ④

マンダラート

3C/4C

2軸図

プロセスのデザイン
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イノベーション・サマー・プログラム

■国内外のトップレベルの学生と，4泊5日イノベーションの方法を学ぶ
■本校をあわせ3校合同 ■全日程英語で ■未来シナリオをもとに

DAY1･2 フィールドワーク (県内企業5社)
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イノベーション・サマー・プログラム

DAY3
目的・手段の分析

DAY4
アイディアの発想,プロトタイプ
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イノベーション・サマー・プログラム

DAY5 発表会

●高校生のコメント
「TISPに参加する人は、すべてのみんな
が志が高いので、自分もその高いレベル
に追いついていくために必死で５日間を
過ごしました。すると、知らないうちに
これだけ頑張れている自分がいるんだと、
成長を感じました。限界を超えた気がし
ました。」
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イノベーション・サマープログラムのデザイン

目
的
に
関
す
る

情
報
入
力

手
段
に
関
す
る

情
報
入
力

目
的
に
関
す
る

情
報
分
析

手
段
に
関
す
る

情
報
分
析

手
段
ア
イ
デ
ィ
ア
の

創
出

ア
イ
デ
ィ
ア
の

精
緻
化
（
吟
味
・
検
討
）

プ
ロ
ト
タ
イ
プ

理 解 創 造 実 現

宮崎の魅力的な
モノ・コトの要素

手段の分析

地域イノベーション
事例

目的の分析



15
｢思考の拡散」「収束｣「メタ認知」

• 情報を収集・共有する
• アイディアを出す
• 複数の立場から見る

拡散

収束

メ
タ
認
知

• 整理し分析する
• 吟味･検討して選択する
• 形にする

マインド
セット
（心）

モチベー
ション
（志）

スキル
セット
（技）



16 グローバルキャンプ

英語ディベート,英語でのプロジェクト学習(PBL)



17
１年課題研究（プロジェクト ⇨ 研究テーマへ）
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どのように学ぶか？－宮崎大学との連携

⑥研究活動の開始

研究テーマ

①生徒グループの結成
（６人を基本）
②「食と健康」から
研究テーマを設定

③宮崎大学の理事等による
助言・ブラッシュアップ

専門領域

本
校
生
徒

宮
崎
大
学

の
先
生

研
究
概
要
発
表

会
で

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン

宮
崎
大
学
の

理
事
等

④担当学部
等へ依頼 ⑤学科長

を通じて
候補者を
推薦

研究テーマ
本
校
生
徒

本
校
教
員

本
校
教
員

研究内容の詳
細な

打ち合わせ

グループを結成し合意形成をして研究テーマを決める

研究テーマに近い先生を大学側に照会してもらい研究活動

各
学
部
に

依
頼
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２年課題研究
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海外研修－海外の学生と協働でデザインする

高雄高級中學 ジュロン･パイオニアJ.C.

カオ・バ・クワット高校

台 星

越 越グエンタッタン高校

2015年11月
姉妹校締結

台 湾 シンガポール

ベトナム ベトナム

国立成功大学・高雄市
政府

シンガポール国立大学
クレアシンガポール事務所

水環境研究所(IWE)、
ベトナム国家農業大学
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海外研修－シンガポールの場合

[PHASE2] 協働で調査計画を立て,実施する

[PHASE1] 現地を理解する
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海外研修－シンガポールの場合

[PHASE3] 調査結果を共有し,ディスカッション

シンガポールにはさまざまな人種の人々が住んでおり、互いの文化の違いを受け入れ
合う風潮がありました。･･･中略･･･シンガポールに来て驚かされたことといえば、完璧
な都市計画、都市構造です。マリーナベイサンズの屋上から見えるシンガポールの街並
みは見事なもので、こんな国があるのかという驚きと感動に満たされました。シンガ
ポールの昔の街並みを知りその変化の大きさに驚きました。NUSでの調査では自分の力
で大学生に英語で話しかけなければなりませんでした。話かけても嫌な顔をされること
もあり、それでも、なんとか自分の使える最大限の英語を使って話しかけると、協力し
てくれる人も増え、活動を応援する言葉がけなどももらいました。他の国ではみんなが
英語を共通語として話し文化の違いを認めあっている姿を見て、これから自分の英語力
をもっと磨き、もっと上を目指して頑張ろうと思えた1週間でした。
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サイエンス･ウィンター･プログラム

■台湾・ベトナムの姉妹校・連携校から合計63名を招聘

■テーマ－宮崎大学との高大連携のもと実施

2016 太陽光とエネルギー(工学部と連携)

2017 発酵と食品への活用(農学部と連携)

2018 森林資源と活用の未来を考える(農学部と連携)

2019 海洋資源と利活用の未来を考える(農学部と連携)

●交流，歓迎行事
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サイエンス･ウィンター･プログラム

●サイエンスプロジェクト－４校混合チームで実験デザイン

●課題研究の相互発表，ディスカッション
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サイエンス･ウィンター･プログラム

●修了式

●４校合同フィールド調査，実験，ディスカッション－大学と連携
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SGH生徒探究発表会（2年次１月）
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MSEC合同セッション



28
成果① SGH生が各地でイベントを興す
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大学で活躍する生徒を育てる

■高校2年生の1時点目の結果からは、「授業外学習をおこなって
いること」「豊かな対人関係を築いていること」「キャリア意識
をもっていること」の3観点を併せてもっている者が、もっとも
学び成長する高校生であると考察された。

■高校2年生（1時点目）から大学1年生（2時点目）への変化を
分析した結果、大きく次の2点が明らかとなった。
①高校2年生の半数は、さほど資質・能力を変化させることなく
大学生になる。
②高校2年時の授業外学習や対人関係、キャリア意識が、大学1
年時の資質・能力を含め、さまざまな側面における学習に影響を
及ぼす。

－「学校と社会をつなぐ調査（通称：10年トランジション調査）」は、京都大
学高等教育研究開発推進センターと学校法人河合塾が2013年より、高校2年生
（全国約400校、4.5万人が参加）の学習や学校生活、キャリア形成等を通して
の成長を、大学生・社会人まで約10年間追跡する調査プロジェクト。
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成果②生徒の行動の変容の一例 (SGH指定学科)

●各種大会への積極的参加と実績

SGH甲子園 日本語プレゼンテーション 優秀賞

京都大学ポスターセッション 優秀賞 ﾅﾄﾞ

●自主的に留学または海外研修に行く生徒の数

【H27】0名→【H30】43名

●将来留学したり、仕事で国際的に活躍したいと考える生徒の割合

【H27】56％→【H30】62％

●卒業時における生徒の４技能の総合的な英語力としてCEFRのB1～B2
レベルの生徒の割合

【H29】56％→【H30】81％

●国際化に重点を置く大学へ進学する生徒の割合

【H30】70％


